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九
頭
竜
川
は
福
井
県
と
岐
阜
県
の
県
境
に

あ
る
油
坂
峠
（
標
高
7
1
7
メ
ー
ト
ル
）
を

水
源
と
し
、
福
井
県
北
部
の
越
前
平
野
に
流

れ
る
。
途
中
で
支
流
の
石
徹
白
川
や
日
野
川

と
合
流
し
、
福
井
市
街
地
を
経
て
坂
井
市
で

日
本
海
に
流
れ
込
む
。
延
長
は
1
1
6
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
流
域
面
積
2
9
3
0
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
有
し
、
北
陸
地
方
屈
指
の
大
河

川
だ
。
日
本
海
型
の
気
候
エ
リ
ア
を
流
れ
る

九
頭
竜
川
は
、
冬
の
積
雪
量
が
年
間
で
2
0

0
0
〜
3
0
0
0
ミ
リ
に
達
す
る
ほ
ど
の
多

雨
多
雪
地
帯
で
あ
る
。
2
〜
4
月
は
雪
ど

け
、
6
〜
7
月
は
梅
雨
、
9
月
は
台
風
に
よ

る
降
雨
な
ど
、
極
め
て
豊
か
な
水
資
源
を
持

つ
水
力
発
電
に
絶
好
の
河
川
で
あ
る
。

　

近
年
、
水
力
発
電
は
化
石
燃
料
を
使
わ
ず

Ｃ
Ｏ
2
を
排
出
し
な
い
電
源
と
し
て
、
再
評

価
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
が
約
10
％
と
低
い
日
本
に
と
っ
て
、
安

定
的
に
自
国
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
で
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
余
剰
電
力
を

吸
収
す
る
揚
水
発
電
や
小
水
力
発
電
の
拡
大

な
ど
、
水
力
発
電
の
可
能
性
は
大
き
い
。

　
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ 

電
源
開
発
（
以
下
Ｊ

パ
ワ
ー
）
は
、
水
力
発
電
事
業
に
お
い
て
60

国
時
代
の
織
田
信
長
に
仕
え
た
武
士
・
金
森

長
近
が
築
い
た
越
前
大
野
城
が
あ
る
な
ど
、

そ
の
歴
史
は
深
い
。
趣
の
あ
る
城
下
町
は
平

日
に
も
関
わ
ら
ず
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い

て
、
街
全
体
か
ら
活
気
を
感
じ
た
。
ま
た
、

1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
で
囲
ま
れ
た

大
野
市
に
は
、
市
街
地
に
名
水
百
選
の
御
清

水
や
、
平
成
の
名
水
百
選
の
本
願
清
水
な
ど

町
の
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
水
が
湧
き
出
る
な

ど
、
湧
水
の
郷
と
し
て
も
名
高
い
。

　

こ
の
記
事
で
は
、
九
頭
竜
川
水
系
に
お
け

る
Ｊ
パ
ワ
ー
の
水
力
発
電
所
群
に
つ
い
て
、

渡
邊
格
さ
ん
（
Ｊ
パ
ワ
ー
九
頭
竜
電
力
所
所

長
）、
大
栗
浩
之
さ
ん
（
同
所
所
長
代
理
※

2
0
2
3
年
12
月
1
日
付
で
十
津
川
電
力
所

所
長
代
理
に
転
任
）
に
発
電
設
備
の
特
徴
、

揚
水
発
電
の
役
割
や
今
後
の
可
能
性
、
地
域

と
の
か
か
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺

っ
た
。

多
様
な
ダ
ム
と
発
電
所

　

今
回
訪
れ
た
九
頭
竜
川
水
系
の
水
力
発
電

年
以
上
の
実
績
を
持
つ
。
現
在
は
全
国
61
カ

所
に
、
総
出
力
約
8
6
0
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

水
力
発
電
設
備
を
持
ち
、
日
本
水
力
発
電
の

約
2
割
を
占
め
る
。

　

2
0
2
3
年
11
月
に
、
同
社
が
福
井
県
大

野
市
の
九
頭
竜
川
流
域
で
運
営
し
て
い
る
、

水
力
発
電
所
群
を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
。
こ

の
地
域
に
お
け
る
同
社
の
水
力
発
電
事
業
の

歴
史
は
長
く
、
1
9
6
8
年
に
長
野
発
電
所

と
湯
上
発
電
所
が
運
転
を
開
始
し
、
2
0
1

6
年
に
は
小
水
力
発
電
で
あ
る
こ
の
き
谷
発

電
所
の
運
転
を
開
始
し
て
い
る
。

　

発
電
所
群
が
所
在
す
る
大
野
市
に
は
、
戦

J-POWER
電源開発

九
頭
竜
川
水
系
の
水
力
発
電
所
群
を

訪
ね
る

九頭竜ダム（長野発電所）・鷲ダム（湯上発電所）・このき谷発電所の配置図
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た
め
、よ
り
ア
ク
セ
ス
が
し
や
す
く
な
っ
た
。

　

石
徹
白
ダ
ム
は
重
力
式
ア
ー
チ
ダ
ム
を
採

用
し
、
高
さ
32
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
1
1
3

メ
ー
ト
ル
、
1
0
3
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
総

貯
水
容
量
を
持
つ
。
そ
し
て
、
ダ
ム
で
一
度

貯
め
ら
れ
た
水
は
、
約
7
・
4
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
導
水
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
、
三
面
（
さ
づ

ら
）
谷
や
智
那
洞
（
ち
な
ぼ
ら
）
谷
の
取
水

設
備
か
ら
の
水
も
加
え
、
こ
の
き
谷
発
電
所

に
流
れ
込
む
。

　

こ
の
き
谷
発
電
所
は
、
未
使
用
の
遊
休
落

差
7
・
4
メ
ー
ト
ル
を
利
用
す
る
小
水
力
発

電
所
で
、
2
0
1
6
年
12
月
に
運
転
を
開
始

し
た
。
流
れ
込
み
式
の
発
電
所
で
、
ダ
ム
の

よ
う
に
水
を
せ
き
止
め
ず
に
、
川
の
流
れ
の

ま
ま
に
水
を
水
車
に
流
し
、
回
転
さ
せ
る
こ

と
で
発
電
を
行
う
。「
流
れ
込
み
式
は
、
少

な
い
落
差
で
も
発
電
が
可
能
な
こ
と
や
、
ダ

ム
建
設
が
必
要
な
い
た
め
初
期
費
用
が
抑
え

ら
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
」

（
渡
邊
所
長
）。

　

最
大
認
可
出
力
は
1
9
9
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と

か
な
り
小
さ
い
発
電
所
で
ダ
ム
も
小
さ
い

設
備
を
、
支
流
か
ら
本
流
へ
と
順
番
に

紹
介
し
て
い
く
。
ま
ず
、
支
流
の
石
徹

白
（
い
と
し
ろ
）
川
に
あ
る
石
徹
白
ダ

ム
は
、
福
井
駅
か
ら
車
に
乗
り
約
1
時

間
で
到
着
す
る
場
所
に
あ
る
。
2
0
2

3
年
10
月
に
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
九

頭
竜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
た

た
表
面
を
下
か
ら
見
上
げ
る
と
、
そ
の
ど
っ

し
り
と
し
た
重
厚
な
た
た
ず
ま
い
に
思
わ
ず

感
嘆
の
声
が
出
た
。
ま
さ
に
、
巨
大
建
造

物
だ
。

　

ダ
ム
に
は
、
大
き
く
分
け
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
と
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
の
2
種
類
の

形
式
が
あ
る
。
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
式
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
式
よ
り
主
材
料
が
軽
い
た
め
、
比
較

的
地
盤
の
緩
い
場
所
に
も
大
規
模
な
ダ
ム
を

建
設
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
九
頭
竜
ダ
ム
も

当
初
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
式
が
検
討
さ
れ
た

が
、
地
盤
の
軟
弱
さ
や
、
山
奥
の
地
点
ま
で

交
通
手
段
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
建
設
物

資
や
大
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
運
ぶ
こ
と
が

難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
式
が

採
用
さ
れ
た
。
ダ
ム
内
部
は
、
コ
ア
部
分
に

水
を
通
さ
な
い
粘
土
質
の
遮
水
壁
が
あ
り
、

そ
の
周
り
に
は
砂
や
礫
な
ど
の
フ
ィ
ル
タ
ー

の
層
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
外
側
を
岩
や

石
で
覆
う
三
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

九
頭
竜
川
は
1
9
5
9
年
9
月
の
伊
勢
湾

台
風
を
含
め
幾
度
も
氾
濫
し
て
流
域
を
悩
ま

せ
て
い
た
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る

が
、
白
波
を
立
て
て

流
れ
る
水
は
と
て
も

勢
い
が
あ
っ
た
。
決

し
て
大
き
く
は
な
い

落
差
で
も
発
電
が
可

能
な
こ
と
に
小
水
力

発
電
の
存
在
意
義
を

感
じ
た
。

　

こ
の
き
谷
発
電
所

で
使
わ
れ
た
水
は
九

頭
竜
ダ
ム
の
貯
水
池

に
流
れ
込
む
。
九
頭

竜
ダ
ム
は
土
と
岩
で

つ
く
る
ロ
ッ
ク
フ
ィ

ル
式
を
採
用
。
高
さ

1
2
8
メ
ー
ト
ル
、

幅
3
5
5
メ
ー
ト

ル
、
有
効
貯
水
容
量

は
1
億
9
0
0
0
万

立
方
メ
ー
ト
ル
の
ダ

ム
で
、
国
内
で
も
有

数
の
規
模
を
誇
る
。

岩
が
積
み
重
ね
ら
れ

このき谷発電所全景。水車は鉄管の中に収まっている

巨大なロックフィル式の九頭竜ダム。ダム堤左岸地下に長野発電所がある

渡邊格さん（左：J パワー九頭竜力所所長）、大栗浩之さん
（右：同所所長代理※2023年11月取材時）。背景は九頭竜ダム
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電
力
不
足
に
対
し
大
規
模
な
貯
水
池
式
の
発

電
所
建
設
地
と
し
て
も
国
内
で
残
さ
れ
た
数

少
な
い
地
点
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
上
流
に

ダ
ム
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
洪

水
調
節
と
発
電
の
機
能
を
持
っ
た
ダ
ム
と
し

て
、
国
土
交
通
省
（
旧
建
設
省
）
と
Ｊ
パ

ワ
ー
が
共
同
で
建
設
し
、
1
9
6
5
年
に
着

工
、
67
年
10
月
に
完
成
に
い
た
っ
た
。「
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
35
台
輸
入

し
、
フ
ル
稼
働
さ
せ
て
建
設
に
あ
た
っ
た
そ

う
で
す
。
今
ほ
ど
施
工
技
術
は
発
達
し
て
い

な
か
っ
た
当
時
と
し
て
は
、
約
3
年
と
い
う

工
期
は
異
例
の
短
さ
で
す
」（
大
栗
所
長
代

理
）。

　

九
頭
竜
ダ
ム
で
一
度
せ
き
止
め
ら
れ
た
水

は
、
ダ
ム
の
左
岸
直
下
に
あ
る
長
野
発
電
所

に
導
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ダ
ム
の
直
下

に
発
電
所
が
あ
る
発
電
所
形
式
を
ダ
ム
式
と

呼
び
、
水
車
や
発
電
機
を
含
む
発
電
設
備
全

体
が
完
全
に
地
下
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
地

下
の
発
電
機
フ
ロ
ア
で
は
広
々
と
し
た
空
間

が
広
が
っ
て
い
る
。

　

長
野
発
電
所
で
は
、
毎
秒
2
6
6
立
方

メ
ー
ト
ル
の
水
を
使
い
、
97
メ
ー
ト
ル
の
落

差
を
利
用
し
、
2
台
の
発
電
機
で
合
計
22
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電
気
を
生
み
出
す
。
力
強
い

音
を
立
て
な
が
ら
回
る
発
電
機
の
回
転
軸
を

目
の
前
に
す
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
人
工

物
を
回
す
こ
と
が
で
き
る
水
の
力
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
た
。

　

同
発
電
所
の
最
大
の
特
徴
は
、
揚
水
発
電

所
で
あ
る
と
い
う
点
だ
。
揚
水
発
電
と
は
電

力
需
要
の
少
な
い
時
間
帯
に
揚
水
を
し
、
需

要
が
高
ま
る
と
き
に
水
を
流
し
発
電
を
す
る

方
法
だ
。
後
程
詳
し
く
説
明
を
す
る
。

　

長
野
発
電
所
で
役
割
を
終
え
た
水
は
、
放

水
口
か
ら
放
水
さ
れ
、
2
・
5
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
下
流
に
あ
る
鷲
ダ
ム
に
到
達
す
る
。
高
さ

44
メ
ー
ト
ル
、
幅
2
7
7
メ
ー
ト
ル
、
有
効

貯
水
容
量
6
1
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
中
型

の
ダ
ム
だ
。
当
初
、
鷲
ダ
ム
の
建
設
は
計
画

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
上
流
の
長
野
発
電

所
が
揚
水
発
電
方
式
を
採
用
し
た
こ
と
で
、

揚
水
用
の
水
を
た
め
る
下
池
、
つ
ま
り
調
整

池
の
役
割
と
し
て
建
設
が
決
定
し
た
。

　

鷲
ダ
ム
の
特
徴
は
、
ア
ー
チ
重
力
式
の
型

式
を
採
用
し
た
点
だ
。
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
と
ア
ー
チ
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
の

両
方
の
利
点
を
兼
ね
備
え
た
形
式
だ
。
こ
の

型
式
は
、
ア
ー
チ
式
ダ
ム
の
よ
う
に
強
固
な

地
盤
を
必
要
と
せ
ず
、
重
力
式
ダ
ム
ほ
ど
大

量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
必
要
し
な
い
点
に
特

徴
が
あ
る
。
鷲
ダ
ム
は
そ
の
外
観
も
美
し

く
、
な
め
ら
か
な
ア
ー
チ
式
ダ
ム
と
ど
っ
し

アーチ重力式の鷲ダム。冬季には豪雪に埋もれるという
長野発電所 2号機。巨大なダムだけでなく地下にも巨大な空間が広がる

線で囲んだ部分に収まっている水車の外側から、逆くの字に並んだガイ
ドベーン（案内羽根）が動いて水流を止める。水車が停止する瞬間を見
ることができた湯上発電所。「一時、円柱形の発電所が流行った時がありました」と大栗所長代理
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り
し
た
重
力
式
ダ
ム
の
良
い
と
こ
ろ
を
取

り
、
細
身
だ
が
引
き
締
ま
っ
た
ダ
ム
と
の
印

象
を
も
っ
た
。

　

鷲
ダ
ム
で
は
一
部
の
水
が
九
頭
竜
ダ
ム
に

揚
水
さ
れ
、
残
り
が
石
徹
白
川
に
あ
る
山
原

ダ
ム
の
水
と
合
わ
さ
り
、
約
5
・
5
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
導
水
ト
ン
ネ
ル
で
湯
上
発
電
所

に
導
か
れ
、
発
電
に
利
用
さ
れ
る
。
ダ
ム
水

路
式
の
湯
上
発
電
所
に
は
発
電
機
が
1
台
あ

り
、
有
効
落
差
1
2
0
メ
ー
ト
ル
、
5
万
4

0
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電
気
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

再
エ
ネ
時
代
の
揚
水
発
電

　

次
に
、
長
野
発
電
所
が
採
用
し
た
揚
水
発

電
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
。
揚
水
発
電

と
は
、
人
々
が
電
気
を
使
用
し
な
い
夜
間
の

時
間
帯
に
出
る
火
力
発
電
や
原
子
力
発
電
の

余
剰
電
力
を
使
っ
て
、
下
ダ
ム
に
溜
め
た
水

を
上
ダ
ム
に
汲
み
上
げ
、
昼
間
の
電
力
需
要

が
多
い
時
間
帯
に
汲
み
上
げ
た
水
を
流
す
こ

と
で
発
電
す
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。
電
力
需

給
の
ひ
っ
迫
に
備
え
て
電
力
を
水
の
位
置
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
て
蓄
え
る
こ
と
が
可
能

で
、
電
力
の
安
定
供
給
を
担
う
調
節
場
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
24
時

間
一
定
の
発
電
を
す
る
大
規
模
火
力
発
電
等

の
夜
間
余
剰
電
力
を
、
吸
収
す
る
こ
と
に
も

役
立
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

が
進
む
近
年
、
揚
水
発
電
の
役
割
が
見
直
さ

れ
始
め
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
電
力
系
統
で

は
電
気
を
使
う
量
と
つ
く
る
量
、
つ
ま
り
需

要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
重
要

に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
と
周
波
数
に
乱
れ
が
生
じ
、
発
電
機
な

ど
の
設
備
に
負
担
が
か
か
り
、
最
悪
の
場

合
、
大
規
模
停
電
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ

る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
天
候
に
よ
っ
て
発
電

量
が
左
右
さ
れ
る
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
進

む
こ
と
で
、
こ
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
太
陽

光
が
需
要
以
上
に
発
電
し
た
電
気
を
使
っ
て

水
を
汲
み
上
げ
て
（
揚
水
）
発
電
す
る
こ
と

で
、
余
剰
電
力
を
吸
収
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
こ
の
よ
う

に
、
近
年
、
揚
水
発
電
の
使
わ
れ
方
が
時
代

に
合
わ
せ
て
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

長
野
発
電
所
を
訪
れ
た
日
に
も
揚
水
発
電

が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
日
は
最
高
気
温

24
℃
と
、
11
月
と
し
て
は
異
例
の
暖
か
さ

で
、
非
常
に
天
気
の
良
い
1
日
だ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
太
陽
光
の
余
剰
電
力
が
発
生
。「
再

エ
ネ
の
普
及
に
よ
っ
て
夜
間
で
は
な
く
昼
間

に
揚
水
を
行
う
傾
向
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
」（
大
栗
所
長
代
理
）。

　

ま
た
、
揚
水
発
電
に
は
、
定
速
シ
ス
テ
ム

と
可
変
速
シ
ス
テ
ム
の
2
種
類
が
あ
る
。
そ

の
名
の
通
り
、
定
速
は
回
転
数
が
一
定
で
の

た
め
、
汲
み
上
げ
る
水
の
量
（
揚
水
量
）
も

一
定
だ
。
よ
っ
て
、
揚
水
時
に
余
剰
電
力
を

使
う
量
が
固
定
さ
れ
て
い
て
、
電
力
需
給
バ

ラ
ン
ス
の
微
調
整
は
難
し
い
。
一
方
、
可
変

速
は
ポ
ン
プ
の
回
転
速
度
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
揚
水
時
に
使

う
電
力
を
変
化
さ
せ
、
電
力
需
給
の
細
か
な

調
整
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。

「
可
変
速
の
必
要
性
は
か
な
り
前
か
ら
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
長
野
発
電
所
は
定

速
機
を
配
備
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
リ
パ

ワ
リ
ン
グ
の
機
会
が
あ
れ
ば
可
変
速
機
を
導

入
す
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
ま
す
」（
渡

邊
所
長
）。

別
名「
崩
れ
川
」に
お
け
る
治
水
協
力

　

次
に
、
九
頭
竜
川
に
お
け
る
発
電
以
外
の

Ｊ
パ
ワ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
く
。
一
つ
目
は
治
水
協
力
だ
。
ま
ず
、
九

頭
竜
川
上
流
で
の
ダ
ム
建
設
の
経
緯
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
も
と

も
と
こ
の
一
帯
は
洪
水
の
被
害
が
大
き
い
地

域
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
九
頭
竜
川
で
は
記

録
が
残
る
限
り
2
0
0
回
以
上
の
洪
水
が
発

生
し
て
い
て
、
別
名
「
崩
れ
川
」
と
も
呼
ば

れ
、
そ
れ
が
現
在
の
九
頭
竜
川
と
の
呼
称
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
説
も
あ
る
ほ
ど
だ
。
中

で
も
、
紀
伊
半
島
か
ら
東
海
地
方
を
中
心
に

猛
威
を
振
る
っ
た
昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風

は
、
こ
の
地
域
に
ま
で
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
現
在
は
大
野
市
に
編
入
し
て
い
る

和
泉
村
で
は
、
罹
災
者
9
3
7
人
、
死
者
26

人
、
家
屋
全
壊
26
戸
、
浸
水
2
0
0
戸
の
被

害
を
出
し
、
住
民
か
ら
治
水
の
必
要
性
を
求

め
る
声
が
高
ま
り
、
ダ
ム
建
設
が
立
案
さ
れ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

水
圧
鉄
管

長野発電所

鷲ダム

取水口
湯上発電所

取水口

発電機

ポンプ水車
放水路

サージタンク

導水路

水車

九頭竜ダム

放水口

発電
揚水

水
圧
鉄
管

発電機鷲ダム

勢いよく回る発電機の回転軸（長野発電所）。揚水時には逆回転する 揚水発電における水の流れ。九頭竜ダムが上ダム、鷲ダムが下ダム
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洪
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
九
頭
竜
ダ
ム

で
は
水
深
約
4
メ
ー
ト
ル
、
3
3
0
0
万
立

方
メ
ー
ト
ル
分
の
洪
水
調
節
用
の
貯
水
容
量

を
設
け
て
い
る
。
こ
の
洪
水
調
節
容
量
を
用

い
て
大
雨
の
時
に
ダ
ム
に
水
を
一
時
的
に
貯

め
て
、
ダ
ム
下
流
に
お
け
る
洪
水
被
害
を
防

い
で
い
る
。
ま
た
、
気
象
庁
か
ら
配
信
さ
れ

る
降
雨
予
測
に
基
づ
く
ダ
ム
ご
と
の
上
流
域

の
予
測
降
雨
量
が
、
ダ
ム
ご
と
に
設
定
さ
れ

た
基
準
降
雨
量
以
上
で
あ
る
時
に
事
前
放
流

と
い
っ
て
あ
ら
か
じ
め
発
電
と
は
別
に
水
を

放
流
し
、
水
位
を
下
げ
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
同
ダ
ム
か
ら
ダ
ム
放
流
が
行
わ
れ
た
の

は
1
9
7
6
年
の
1
回
の
み
だ
。

　

二
つ
目
が
堆
砂
だ
。
堆
砂
と
は
川
の
上
流

か
ら
流
れ
て
き
た
土
砂
が
ダ
ム
湖
の
底
に
堆

積
し
た
も
の
を
指
す
。
現
状
、
石
徹
白
ダ
ム

の
堆
砂
率
は
94
％
、
山
原
（
や
ん
ば
ら
）
ダ

ム
が
67
％
で
、
ほ
ぼ
満
砂
状
態
の
ダ
ム
も
あ

る
が
、
構
造
上
・
発
電
上
の
問
題
は
な
い
。

ま
た
、
地
元
の
内
水
面
漁
協
か
ら
、
ダ
ム
建

設
以
前
の
川
の
土
砂
供
給
状
態
を
取
り
戻
す

べ
く
、
山
原
ダ
ム
に
あ
る
堆
砂
を
下
流
域
に

移
動
す
る
要
望
が
出
さ
れ
、
2
0
0
4
年
か

ら
、
1
年
間
に
5
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
×
2

回
分
の
量
の
下
流
へ
の
土
砂
供
給
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
堆
砂
解
消
と
合
わ
せ
河
川
環
境
に

も
資
す
る
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
堆

砂
を
下
流
に
移
す
こ
と
に
よ
る
河
川
環
境
の

改
善
は
、
数
値
で
示
す
こ
と
は
難
し
い
で

す
。
し
か
し
、
漁
協
と
同
社
が
行
っ
た
現
地

確
認
で
は
、
川
の
石
の
ヌ
メ
リ
が
減
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
漁
業
環
境
の
改
善
に
つ
な

が
る
な
ど
、
一
定
の
効
果
が
出
て
い
ま
す
」

（
大
栗
所
長
代
理
）。

地
域
と
歩
む
電
力
事
業
を

　

渡
邊
所
長
に
さ
ら
に
お
話
を
伺
っ
て
い
く
。

│
│
入
社
以
来
ど
の
よ
う
な
事
業
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

渡
邊　

1
9
8
7
年
入
社
し
、
現
在
に
至
る

ま
で
現
場
一
筋
で
す
。
先
ず
は
北
海
道
上
士

幌
電
力
所
に
配
属
さ
れ
制
御
所
に
て
発
電
所

の
運
用
業
務
に
従
事
、
そ
の
後
は
変
電
所
の

増
改
良
工
事
、
水
力
発
電
所
の
現
場
保
守
等

様
々
な
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に

こ
こ
九
頭
竜
電
力
所
は
2
0
0
9
年
か
ら
6

年
ほ
ど
当
社
設
備
の
保
守
を
担
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
会
社
に
出
向
の
立
場
で
配
属
さ
れ
、

最
先
端
の
作
業
員
と
な
り
設
備
メ
ン
テ
や
機

器
の
更
新
に
携
わ
る
な
ど
、
思
い
入
れ
の
あ

る
現
場
で
す
。

│
│
九
頭
竜
ダ
ム
、
長
野
発
電
所
と
も
に
大
規
模

な
設
備
で
す
。
建
設
時
に
は
ど
の
よ
う
な
苦
労
が

あ
り
ま
し
た
か
？

渡
邊　

ダ
ム
直
下
の
地
下
に
発
電
所
を
建
設

す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
地
下
に
発
電
所
を
つ
く
る
た
め
に

岩
盤
を
掘
削
し
た
の
で
す
が
、
周
辺
に
多
く

の
断
層
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
掘
り
進
め
る
と

断
層
が
崩
壊
し
発
電
機
の
フ
ロ
ア
が
潰
れ
る

と
の
調
査
結
果
が
出
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
発
電
機
フ
ロ
ア
の
南
北
の
壁
に
は
4

〜
15
メ
ー
ト
ル
の
鋼
棒
を
壁
面
内
に
3
5
0

本
ほ
ど
挿
入
し
、
岩
盤
を
支
え
て
い
ま
す
。

│
│
北
陸
は
水
力
発
電
の
割
合
が
多
い
そ
う
で

す
。
理
由
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

渡
邊　

日
本
全
体
の
電
源
構
成
で
水
力
発
電

が
占
め
る
割
合
は
8
％
程
度
で
す
が
、
北
陸

で
は
25
％
を
占
め
る
な
ど
、
水
力
は
こ
の
地

域
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
電
源
で
す
。
水

力
発
電
所
が
多
い
の
は
、
北
陸
地
方
が
多
雨

多
雪
の
エ
リ
ア
だ
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

北
陸
地
方
に
は
約
1
5
0
カ
所
も
大
小
様
々

な
発
電
所
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
パ
ワ
ー
と
し

て
も
強
い
責
任
感
の
も
と
で
同
発
電
所
を
保

守
・
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

│
│
渡
邊
所
長
が
思
う
、
こ
の
地
域
の
魅
力
と
は
？

渡
邊　

風
光
明
媚
な
自
然
で
す
ね
。
九
頭
竜

ダ
ム
湖
畔
は
、
春
は
桜
、
初
夏
に
は
新
緑
、

秋
は
紅
葉
、
冬
は
白
銀
の
景
色
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
漁
法
の
ア
ジ

メ
漁
で
獲
る
ア
ジ
メ
ド
ジ
ョ
ウ
や
生
で
も
食

べ
ら
れ
る
穴
馬
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
、
新

鮮
で
お
い
し
い
地
域
特
産
物
も
豊
富
に
あ
る

な
ど
、
魅
力
溢
れ
る
地
域
で
す
。

│
│
地
域
共
生
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

渡
邊　

我
々
の
事
業
は
こ
の
土
地
の
自
然
を

お
借
り
し
て
行
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

地
域
の
皆
様
の
理
解
な
く
し
て
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は

地
域
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
例
が
、
発
電
所
見
学
ツ
ア
ー
へ
の

協
力
で
、
2
0
2
3
年
7
月
に
は
国
土
交
通

省
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
に
協
力
し
て

開
催
し
た
ほ
か
、
同
年
10
月
に
は
九
頭
竜
国

民
休
養
地
に
て
実
施
さ
れ
た
「
九
頭
竜
紅
葉

ま
つ
り
」
で
も
見
学
ツ
ア
ー
開
催
に
協
力
し

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
Ｊ
パ
ワ
ー
本
店
に
要
請

し
て
2
0
2
3
年
8
月
に
開
催
し
た
「
ふ
れ

あ
い
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
発
電
所
近
隣
の
和
泉
地

区
に
あ
る
統
廃
合
を
迎
え
る
予
定
の
中
学
校

で
、
地
域
の
方
に
思
い
出
を
一
つ
で
も
増
や

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
い
う
想
い
か
ら
、
さ

さ
や
か
な
が
ら
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
と
発
電
所
が
お
互
い
に
顔
が

見
え
る
関
係
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
や
囲
碁
の
大
会
な
ど
も
定
期
的
に

開
催
し
て
地
域
の
方
と
発
電
所
員
と
の
交
流

も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
の
方
と

の
人
と
人
と
の
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

交
流
を
深
め
、
地
域
と
共
生
し
た
事
業
運
営

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

今
回
、
九
頭
竜
川
水
系
を
訪
れ
て
感
じ
た

の
が
、
水
力
発
電
が
持
つ
広
い
可
能
性
だ
。

戦
後
経
済
復
興
の
一
助
と
な
っ
た
水
力
発
電

は
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
Ｃ
Ｏ
2
フ
リ
ー
の

電
源
と
し
て
、
安
定
的
に
人
々
の
暮
ら
し
を

支
え
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
長
き
に
わ
た
り
水

力
発
電
事
業
に
従
事
し
て
き
た
Ｊ
パ
ワ
ー
の

知
見
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
時
代

の
到
来
に
お
い
て
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

渡邊所長。九頭竜ダムと同い年


